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<専任教員報告> 

2012 年度教員活動報告 

三根 眞理子（教授） 
 

I. 教育 

(1) 担当科目 「被ばくと社会」（全学モジュール I 「核兵器のない世界を目指して」） 

     「原爆医学概論」（学部モジュール）（オムニバス） 

     「医学は長崎から」（学部モジュール）（オムニバス） 

     「環境因子系」（医学部）（オムニバス） 

     「環境因子系演習」（医学部）（オムニバス） 

     「平和講座」（教養教育）（オムニバス） 

     「医学統計学」（学部モジュール）（オムニバス） 

 

II. 研究 

(1) 主要研究テーマ 

 原爆被爆者の健康に関する分析 

 高齢者の生活習慣と死亡との関連 

(2) 著書・論文 

 Izumikawa K, Yamamoto Y, Mihara T, Takazono T, Morinaga Y, Kurihara S, 

Nakamura S,  Imamura Y, Miyazaki T, Nishino T, Tsukamoto M, Kakeya H, 

Yanagihara K, Mine M, Yasuoka A, Tashiro T, Kohno S: Bronchoalveolar 

lavage galactomannan for the diagnosis of chronic pulmonary aspergillosis. 

Med Mycol 50(8): 811-817, 2012 

 三根眞理子，横田賢一，近藤久義，黒川智夫，柴田義貞：長崎市被爆高齢者に

おける死亡原因とライフスタイルの関連．広島医学 65(4): 262-264, 2012 

 横田賢一，三根眞理子，近藤久義，柴田義貞：長崎原爆被爆者のがん死亡に与

える地形遮蔽の効果．広島医学 65(4): 265-267, 2012 

 近藤久義，三根眞理子，横田賢一，柴田義貞：長崎市遠距離被爆者の死亡率と

残留放射線との関連．広島医学 65(4): 268-270, 2012 

 近藤久義，早田みどり，三根眞理子，横田賢一：長崎市原爆被爆者の癌罹患率

の被爆状況による比較と推移(1970-2007 年)．長崎医学会雑誌 87(特集号): 

191-194, 2012 

 横田賢一，三根眞理子，近藤久義，柴田義貞：長崎原爆における地形遮蔽．長

崎医学会雑誌 87(特集号): 212-215, 2012 

 太田保之，三根眞理子：長崎市の原爆被爆者における長期経過後の精神的影響．

精神医学 54(9): 871-880, 2012 

(3) 学会発表 

 近藤久義、早田みどり、横田賢一、三根眞理子 

長崎市原爆被爆者の癌罹患率の被爆状況による比較と推移（1970-2007 年） 

第 53 回原子爆弾後障害研究会（平成 24 年 6 月 3 日；長崎市） 

 横田賢一、三根眞理子、近藤久義、柴田義貞 

長崎原爆における地形遮蔽 

第 53 回原子爆弾後障害研究会（平成 24 年 6 月 3 日；長崎市） 

 三根眞理子、横田賢一、柴田義貞 

原爆被爆者の生活状況と 15 年間の死亡状況 

日本放射線影響学会第 55 回大会（平成 24 年 9 月 6 日～8 日；仙台市） 

 近藤久義、早田みどり、横田賢一、三根眞理子 

長崎市原爆被爆者の被爆状況別癌罹患率の比較（1970-2007 年） 

日本放射線影響学会第 55 回大会（平成 24 年 9 月 6 日～8 日；仙台市） 
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 横田賢一、三根眞理子、柴田義貞 

長崎原爆の地形遮蔽とがん死亡率との関連 

日本放射線影響学会第 55 回大会（平成 24 年 9 月 6 日～8 日；仙台市） 

 柴田義貞、横田賢一、三根眞理子 

標準化死亡比と年齢調整死亡率の比較 

第 71 回日本公衆衛生学会総会（平成 24 年 10 月 24 日～26 日；山口市） 

 横田賢一、三根眞理子、柴田義貞 

原爆被爆者健診における肺がん検診の効果 

第 71 回日本公衆衛生学会総会（平成 24 年 10 月 24 日～26 日；山口市） 

 三根眞理子、横田賢一、柴田義貞 

被爆高齢者の生活状況と 15 年間の死亡との関連 

第 71 回日本公衆衛生学会総会（平成 24 年 10 月 24 日～26 日；山口市） 

 

III. 地域貢献 

(1) 地域活動 

 NASHIM 海外研修生講義「長崎原爆」 

2012 年 7 月 23 日, 医学部原研コミュニティ 

 NASHIM 韓国研修生受け入れ事業 講義「原爆直後の救護活動と調査」 

2012 年 8 月 13 日, 医学部原研コミュニティ 

 NASHIM 出前講座「Relief activities and Investigation after the bombing」 

（日本原子力開発機構核不拡散・核セキュリティ総合支援センター、世界各国

の原力規制に関わる関係職員等国際トレーニング）2012 年 10 月 20 日, 長崎原

爆資料館, 2012 年 12 月 1 日, 長崎原爆資料館 

(2) 外部委員 

 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館企画運営委員 

 被爆地域拡大に伴う事業検討会委員 

 （財）放射線影響研究所 疫学部専門委員 

 長崎原爆戦災誌翻訳監修委員 

 

IV. 校務分掌・その他 

(1) 校務分掌 

 医学部情報処理委員会委員 

 国際ヒバクシャ学術情報交換システム仕様策定委員 

 


